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第２４回 千丁地域審議会会議録 

 

開催日時 平成２５年３月２６日（火）14：00～15：15 

開催場所  千丁支所２階会議室 

 

 

■ 出席委員 

会 長 村松 鈴子 委 員 竹本 美智子 委 員 松永 要 

副会長 福田 輝美 〃 中  寛 〃 吉野 勝子 

委 員 川口 重信 〃 永溝 ユリ子 
 

〃 作田 絹子 〃 松浦 和久 

 

■ 欠席委員  なし 

 

 

■ 市出席者   

役 職 氏 名 役 職 氏 名 

支所長 森本 俊規 千丁建設事務所長 鶴山 信一 

総務振興課長 枩島 道則 企画政策課長補佐 宮川 武晴 

〃 振興係長 上村 和寛 〃 企画係長 相澤  誠 

〃 主任 沢田 幸一郎 〃  主任 坂本 友和 

市民福祉課長 寺本 修也 財政課 財政係長 吉永 千寿 

千丁農林水産事務所長 黒木 博雄 
市民活動支援課  

住民自治推進係長 
井戸 康雄 

 

 

■ その他の出席 なし 

 

 

■ 傍聴者 

一般傍聴者 ０ 名 報道機関 ０ 名 
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■ 協議事項 

 

○司会 

 第２４回千丁地域審議会開会。会議成立説明。資料確認。 

 

 

○会長挨拶 

 

 

○報告事項 

①「八代市総合計画後期基本計画について」 

  ※企画政策課説明要旨 

   ・総合計画概要版作成の報告 

   ・概要版は町内回覧をする 

   ・総合計画本編は制作中で、本庁、支所等へ配布し、八代市ホームページへ 

の掲載を行う 

    

《意見・質問》 

委員：八竜天文台は、学びだけでなく観光としての位置づけも必要だったと、概 

要版をみて思った。 

回答：観光施設としても活用していきたい。 

 委員：この総合計画を作成するための八代市総合計画策定審議会に参加した。今 

回の総合計画は、行政と市民で作られ、よくできていると思う。これから 

の５年間は、前期で達成した７５％の残りを行わなければならない。 

回答：年度ごとの指標により、目標達成したい。 

 委員：委員として説明を受けたため理解できているが、自ら地域に説明するとな 

れば難しい。この市の施策をどうやって地域に伝えるのか。 

回答：出前講座を活用いただければ、説明に伺う。市報４月号に概要を掲載する。 

 委員：この総合計画には、将来は明るいと書いてある。小さい子どもが安心して 

過ごせるなら、誰もが住みたいまちになっていくと思う。 

 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３ 報告事項  ①八代市総合計画後期基本計画について 

②平成２５年度当初予算について 

       ③住民自治の進捗状況について 

  

４．そ の 他  
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  ②「平成２５年度当初予算について」 

 ※財政課説明要旨 

  ・３月２２日の市議会の討論採決で可決された 

  ・歳入、歳出の目的別、歳出の性質別で説明 

  ・子育て施策として、これまでは就学前まで無料だった医療費助成を、平成 

２５年度から小学３年生まで拡大する。 

   ・「い業機械再生支援事業補助金」として耐用年数を大幅に経過した、い草、 

    畳表専用機械のオーバーホールに補助を行う。 

   ・平成２７年度までに、小中学校の耐震化を行う。千丁小学校は、平成２５ 

年度に予算化されている。 

   ・財政内容については、八代市ホームページに掲載している。 

 

《意見・質問》 

委員：い草再生の正式名称、補助率等を聞きたい。資料で公債費６８億円となっ 

ているが、平成２４年度末の残高を聞きたい。また、今まで一番残高が多 

かったのは年度か。 

回答：い業機械再生支援補助金で、補助率は２分の１で１０万円が上限となる。 

   平成２４年度の一般会計は６４３．３億円の見込みで、特別会計、企業会 

計等を含めば９６２．２億円となる。一般会計は平成１７年度末が６３５． 

４億円、平成１８年度末は６３７．６億円、平成１９年度末は６４７．２ 

億円で、ここまでは上昇している。平成２３年度末は６２５．１億円であ 

る。特別会計も含めば、平成１７年度末が９８７．４億円、平成１８年度 

末が９９０．３億円、平成１９年度末が１，００１．５億円で、現在９６ 

２．２億円の見込みである。 

公債費の考え方としては、建設事業を行う際、たとえば体育館を作るとな 

れば、その年度の予算だけで支払うのではなく、お金を借り入れておいて、

２０年かけて支払っていくというもの。その年度の人だけが使うのでなく、

これから利用する人もいるという考えから、長い年月をかけて支払う。 

 

 

③「住民自治の進捗状況ついて」 

 ※市民活動支援課、千丁支所総務振興課説明要旨 

  ・第２期モデル地域の状況報告 

  ・千丁校区のこれまでの状況を報告 

  ・４月１４日の設立総会への傍聴を依頼（市報４月号に折込） 

  ・千丁校区の状況報告 

 

《意見・質問》 

   委員：千丁校区まちづくり協議会の委員数は何名か。 

   回答：部会３４名と区長で、約５０名の委員となる。 

  委員：組織図を見たが、その部会に入る団体は案か。 

  回答：これは案である。 
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○その他 

《意見・質問》 

委員：地区の総会で、八代で大震災が発生した場合は誰が誘導するのか、一番 

の問題は水であるため、ポンプ式のくみ上げがあればという話しがでた。 

２つの集落に１つは避難場所が必要だと考える。 

 回答：八代市総合計画では、安全で安心なまちづくりとして防災体制の整備や 

危機管理体制に強化などをあげている。ポンプについては、いろいろな 

課題があるが、地域の特徴として、自主防災等の場面で提案いただくこ 

とが大事ではないかと考える。 

 委員：水をくみ上げるには、どれくらいの圧力が必要か。 

 委員：５アンペア程度でいいので、家庭用の小型発電機があれば問題ない。 

 回答：現在、防災計画を策定中で、水についても検討がなされている。 

 回答：手押しポンプは、会地公園やがめさん公園に設置してある。避難場所は、 

龍峯地区に計画中。長田町のように自主防災組織で活動している地区 

もある。今後は、自主防災組織を活用して欲しい。 

 委員：防災無線の声が小さい。税の徴収の放送ばかりしかない。もっと、地域 

の情報を流して欲しい。 

  回答：テストを行い、多少は音声レベルが上がった。各家庭に設置してある受 

信機の音量が小さく設定してある場合もあるので、まずは調整をお願い 

したい。 

  委員：坂本では女性消防団が活躍している。千丁にも設立して欲しい。 

  回答：出初式で女性消防隊の規律訓練が披露された。この件は本庁に伝え、 

今後の検討としたい。 

 委員：介護の審議会に出席し、ケアマネの質を上げるよう要望し、取り上げて 

もらった。 

 

支所長：第５期千丁地域審議会の閉会、委員の任期満了へお礼 

 

○閉会 

 第２４回千丁地域審議会閉会 


